
　昨年１年間でみなさんはどんな本に巡り合いましたか？　南部町の図書館職員８人が、2009年に読んだ本の中から、

特に心に残った一冊を紹介します！未読の方はぜひ読んでみてください。　（注：今年出版されたものに限りません）

白石　一文／講談社

　「・・・今の小説は軟らかく、

のど越しのいいものばかり。

それでは人の胃は弱くなる・・・」

と作者は言う。ガシガシ噛ん

で一気に読める。ラスト、胸に

突き刺さる矢とは？装丁もい

い。　　　　　　　　（Ｍ・Ｔ）

宮本　輝／新潮社

　10年の時を経て再会し、手

紙のやりとりをするようにな

った元夫婦。本書には、二人の

手紙の内容が書かれているだ

けなのですが、心に温かさと

感動が残る一冊です。

　　　　　　　　　　（Ｎ・Ｉ）

三浦　しをん／徳間書店

　とにかく最初から笑えます。

今どきの男子、平野勇気が、突

然山奥の村に放りこまれ、林

業に従事。日々の仕事に追わ

れて、ブルーな気分の方はな

ごみます。リフレッシュでき

ます。　　　　　　　（Ｉ・Ｔ）

かがくい

ひろし／講談社


 ひょ・うーたん先生のみみかきは、み

みかき草を育てるところから始まり

ます。自分にぴったりのみみかき草で

ほじほじしてもらうと、みんな「トロ

トロリ～」とけてしまうのです。その

気持ちよさそうなこと。年齢に関係な

くホッと幸せになれる一冊。



（Ｎ・Ｈ）

山田　マチ／幻冬舎

　はじめから最後まで、ずっと

笑いっぱなしでした。爆笑では

なくて、ニヤッとした笑い。笑わ

ないようにしようと思えば思う

ほど、顔はにやけて大変でした・・・。

ショートショートなので、本が

苦手な人でも楽しめます！（Ｓ・Ｔ）

中野　京子／光文社

　スイスの弱小豪族から一転、

約650年間ヨーロッパに君臨

したハプスブルク家。デュー

ラーやベラスケスなどの巨匠

たちに描かれた一族の姿を読

み解き、その光と闇をあぶり

だした一冊。　　　　（Ｋ・Ｎ）

影山　直美／幻冬舎

　湘南にすむ柴犬ゴンの１年

が、かわいいイラストと文章

で綴られています。犬好きで

はない私も我が家の愛犬（？）

と見くらべて、思わず笑って、

ほのぼのしてしまう一冊です。

　　　　　　　　　　（Ｗ・Ｋ）

長嶋　有／朝日新聞出版

　顔、ケイバ、それはなんでし

ょう、軍人将棋・・・。これらは

いったい？！山荘に集まった

人々の、静かな夏を描いた、な

にごとも起こらない小説。そ

して真夏に炬燵。シュール。

　　　　　　　　　　（Ｍ・Ｎ）
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